
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸ５１１とＭＴＥＸ５２β２を比較する 

 

 

 

 

 

 

  Titaniumの解析結果を比較すると若干異なる結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０６月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＭＴＥＸサイト（ ）を参照すると 

  

 ｍｔｅｘ-５．１．１とｍｔｅｘ－５．２β２が表示される。 

 ＸＲＤでＯＤＦ解析、再計算極点図、逆極点を使う場合の比較を行ってみます。 

 以降、ＭＴＥＸ５１１、ＭＴＥＸ５２２と表現します。 

 評価するデータはＴｉｔａｎｉｕｍとする。 

 

 今回は、Import_wizardではなく から起動 

  

  

  

 

  

  ここで Import_wizardが起動される。 

  



ＭＴＥＸ５１１とＭＴＥＸ５２２比較 

ＯＤＦ解析結果 

 ＭＴＥＸ５１１ 

 

 ＭＴＥＸ５２２ 

 

 結晶方位密度の最大値が異なって表示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再計算極点図比較 

ＭＴＥＸ５１１ 

 

ＭＴＥＸ５２２ 

 

 {0002}の密度が異なる 

逆極点図 

ＭＴＥＸ５１１ 

 

ＭＴＥＸ５２２ 

 



データをＥｘｐｏｒｔしＣＴＲで比較 

ＭＴＥＸ５１１ 

 

ＭＴＥＸ５２２ 

 

 

 

 



入力極点図と再計算極点図から計算されるＲｐ％を比較 

MTEX511  

MTEX522  

 この Totaniumデータでは 

 Rp%プロファイルでは{10-11}極点図の中心付近の扱いが異なり、MTEX522の Rp%が下がっている。 

 ODF解析部が若干異なっているように思われます。 

 

 



逆極点図の表示（等角度（MTEX）、等面積（通常）） 

 

 

Hexagonalでは通常 

 に表示される 

１／４対称では同一であるが、非対称解析では異なる事もあるが、CTRソフトウエアではMTEX逆極点図を 

方位を変更して表示している 

  

  

MTEX 

通常 


